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山
口
県
の
離
島
地
域
の
医
療
体
制

　

山
口
県
全
体
の
高
齢
化
率
は
、
約
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
（
全
国
四
位
）

と
全
国
平
均
を
一
〇
年
以
上
先
取
り
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
へ
き
地

（
過
疎
・
離
島
な
ど
条
件
不
利
地
域
。
県
域
の
約
六
割
を
占
め
る
）
の
高
齢
化

率
は
、
多
く
の
場
所
で
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
内
一
一
市
町
に
二
一
島
あ
る
有
人
離
島
は
、
す
べ
て
一
〇
〇
〇
人

未
満
の
小
規
模
離
島
で
、
そ
の
総
人
口
は
、
こ
の
五
年
で
三
九
七
〇

人
か
ら
三
〇
四
七
人
へ
と
、
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
も
減
少
し
ま
し
た
。

　

山
口
県
の
医
療
を
支
え
る
医
師
を
み
る
と
、
若
手
が
な
か
な
か
県

内
に
留
ま
ら
ず
、
つ
い
に
医
師
の
平
均
年
齢
が
五
三
歳
と
全
国
で
も

っ
と
も
高
齢
と
な
り
ま
し
た
。
離
島
・
へ
き
地
を
長
年
支
え
て
き
た

医
師
も
、
体
調
を
理
由
に
後
任
を
待
た
ず
に
引
退
す
る
ケ
ー
ス
が
相

次
ぎ
、
近
年
、
県
内
の
へ
き
地
は
深
刻
な
医
師
不
足
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
大お
お
づ
し
ま

津
島
・
祝い
わ
い
し
ま島・

牛う
し
ま島

・
平へ
い
ぐ
ん
と
う

郡
島
の
医
療
体
制
は
、

こ
の
一
〇
年
で
常
勤
か
ら
非
常
勤
と
な
り
、
診
療
日
が
減
少
し
て
い
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原
田 

昌
範

離
島
医
療
の
確
保
に
向
け
た

へ
き
地
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

山
口
県

ま
す
。

　

離
島
の
医
療
提
供
体
制
は
、
各
市
町
村
が
県
と
連
携
し
な
が
ら
確

保
し
て
い
ま
す
。
小
規
模
離
島
に
総
合
病
院
を
設
置
す
る
の
は
現
実

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
救
急
搬
送
体
制
と
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
定
期
的
に
管
理
す
る
体
制
の
構
築
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
役
場
の
支
所
、
消
防
、
漁
船
や
海
上
保
安
庁
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
自
衛
隊
ヘ
リ
な
ど
と
連
携
し
た
救
急
搬
送
体
制

（
一
六
離
島
に
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備
ほ
か
）
を
構
築
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
漁
船
の
確
保
な
ど
島
の
住
民
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

慢
性
疾
患
を
定
期
的
に
管
理
す
る
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
県

の
医
師
派
遣
制
度
の
活
用
や
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
・
へ
き
地
医
療

協
力
医
療
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
人
口
が
六
〇
〇
人
を
上
回
る

萩
市
の
見
島
と
大
島
に
は
、
常
勤
医
（
自
治
医
大
卒
）
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
一
三
島
は
、
月
一
回
～
週
三
日
の
頻
度
で
医
師
が
巡
回
ま
た

は
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
残
り
の
六
島
は
、
人
口
が
少
な
く
、
本
土
と

山
口
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
き
地
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
長
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の
距
離
が
近
い
な
ど
の
理
由
で
医
師
の
訪

問
は
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
仮
に
常
勤
医

が
確
保
で
き
た
と
し
て
も
、
二
四
時
間

三
六
五
日
の
対
応
を
、
一
人
の
医
師
に
期

待
す
る
こ
と
は
、
医
師
の
負
担
が
過
大
と

な
る
た
め
難
し
く
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
も

い
う
べ
き
医
療
の
持
続
的
な
確
保
の
ハ
ー

ド
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
師
と
し
て
の
成
長
に
つ
な
が
る

離
島
勤
務

　

自
治
医
科
大
学
（
註
１
）
を
平
成
一
二

年
に
卒
業
し
た
私
は
、
同
二
〇
年
（
義
務

年
限
最
後
の
九
年
目
）
に
萩
市
大
島
（
当
時
の

人
口
約
九
〇
〇
人
）
の
診
療
所
に
赴
任
し
ま

し
た
。
赴
任
当
日
、
大
島
港
に
は
紅
白
の

横
断
幕
が
用
意
さ
れ
、
住
民
の
多
く
が
、

私
た
ち
家
族
五
人
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
様
子
が
大
島
テ
レ
ビ
（
島
の
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
で
、
一
週
間
に
わ
た
り
毎

晩
繰
り
返
し
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ほ

ど
歓
迎
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
島
が
か
つ
て

医
師
確
保
に
難
渋
し
た
歴
史
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
常
勤
医
が
見
つ
か
ら
ず
、
韓
国

■有人離島の医療提供体制の状況（令和3年5月現在）

医療圏 市町 島名 人口 医療提供体制 委託先等 臨時
ヘリポート

岩国 岩国市

端島 22 準無医地区。巡回診療（月1日）

派遣（岩国医療セン
ター）

○

柱島 120 準無医地区。診療所に医師派遣（月3日）
＋オンライン（月1日） ○

黒島 16 準無医地区。巡回診療（月1日） ○

柳井

柳井市 平郡島 263 診療所に自治医大出身医師派遣 派遣（東和病院） ○

周防
大島町

前島 9 本土へ ○

笠佐島 10 本土へ ×

浮島 197 本土へ。川口医院独自の往診あり ○

情島 45 巡回診療（月2日：第1・3火） 委託（川口医院） ×

上関町
八島 22 診療所に医師派遣（隔週、木午前） 委託（光輝病院） ○

祝島 332 診療所に医師派遣（週2日：水土、午後） 委託（平生クリニッ
クセンター） ○

田布施町 馬島 27 本土へ ×

平生町 佐合島 17 本土へ ×

周南
光市 牛島 36 診療所に医師派遣（週1日：土） 派遣（光総合病院） ○

周南市 大津島 212 準無医地区。診療所に医師派遣（週3日：
月水木） 委託（徳山中央病院） ○

山口・防府 防府市 野島 83 準無医地区。診療所に医師派遣（週2日：
月木、午後） 委託（山口博愛病院） ○

下関 下関市
蓋井島 89 無医地区。巡回診療（毎週火、第3土） 派遣（安岡病院、下関

市立市民病院） ○

六連島 87 本土へ ○

萩 萩市

見島 698 診療所に自治医大出身医師が常勤 ○

大島 637 診療所に自治医大出身医師が常勤 ○

櫃島 2 本土へ ×

相島 123 無医地区。巡回診療（週1日：火） 派遣（県立総合医療
センター） ○

計 21 3,047 診療所9（医師常勤2、医師派遣7）、
巡回診療5 16
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や
台
湾
の
医
師
を
招
聘
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
五
七
年
か

ら
は
、
自
治
医
大
学
の
義
務
年
限
制
度
に
よ
り
現
在
ま
で
継
続
的
に

医
師
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
（
私
が
一
〇
代
目
、
現
在
一
七
代
目
）。
島

の
医
師
は
一
人
で
あ
る

た
め
、
基
本
的
に
ど
ん

な
こ
と
で
も
相
談
に
乗

り
ま
す
。
定
期
外
来
、

訪
問
診
療
、
救
急
搬
送
、

予
防
接
種
、
学
校
医
だ

け
で
な
く
、
島
の
行
事

や
お
祭
り
に
も
来
賓
と

し
て
、
ま
た
住
民
の
一

人
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

　

二
年
の
大
島
勤
務
の

間
に
、
七
名
の
住
民
を

島
で
看
取
り
ま
し
た
。

島
医
者
は
診
療
所
の
外

で
も
、
夜
間
や
休
日
で

あ
っ
て
も
気
が
抜
け
な

い
た
め
、
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
頼

り
に
さ
れ
て
い
る
分
、

や
り
が
い
も
大
き
く
、

医
師
と
し
て
人
間
と
し
て
成
長
で
き
ま
し
た
。
島
を
離
れ
る
と
き
に

住
民
か
ら
い
た
だ
い
た
「
卒
業
証
書
」
は
今
で
も
宝
物
で
す
。
振
り

返
る
と
若
く
し
て
「
島
医
者
」
が
で
き
た
の
も
、
現
在
も
継
続
的
に

島
の
医
療
環
境
が
確
保
で
き
て
い
る
の
も
、
困
っ
た
と
き
に
支
え
て

く
れ
た
「
へ
き
地
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
お
か
げ
で
あ
る
と
考
え
、

平
成
二
三
年
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
勤
務
を
決
意
し
ま
し
た
。

へ
き
地
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

　

へ
き
地
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
（
Ｓス

ク

ラ

ム

Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
：Support Center for 

Rural M
edicine

）
は
「
山
口
県
の
へ
き
地
に
医
療
と
安
心
を
届
け
、

ふ
る
さ
と
の
地
域
社
会
を
守
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
①
診
療
支

援
、
②
仕
組
み
づ
く
り
、
③
次
世
代
の
育
成
の
三
つ
の
軸
を
基
本
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

①
島
の
診
療
支
援
と
し
て
、
萩
市
沖
に
あ
る
相
島
に
昭
和
五
七
年

か
ら
巡
回
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
か
ら
片
道
約
二
時
間（
定

期
船
四
〇
分
を
含
む
）
を
か
け
て
島
に
渡
り
、
島
内
の
公
民
館
で
毎
週

約
一
〇
人
を
診
察
し
て
い
ま
す
。
萩
市
本
土
の
看
護
師
が
同
行
し
、

定
期
薬
の
処
方
の
ほ
か
、
血
液
検
査
、
超
音
波
検
査
、
心
電
図
検
査
、

関
節
注
射
、
ト
リ
ガ
ー
注
射
（
筋
痛
な
ど
の
あ
る
ポ
イ
ン
ト
に
局
所
麻
酔

薬
な
ど
を
注
射
し
痛
み
を
軽
減
さ
せ
る
治
療
法
）、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
訪
問

診
療
な
ど
に
も
対
応
し
ま
す
。
平
成
二
五
年
に
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ

ル
テ
を
導
入
、
令
和
二
年
に
は
国
の
事
業
と
し
て
医
師
不
在
時
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も
開
始
し
ま
し
た
。
今
年
か

ら
は
、
萩
市
内
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
が
始
ま
り
、

特集　島から考える日本・Ⅵ

診療所長として着任した萩市大島。
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56

巡
回
診
療
以
外
の
日
も
定
期
的
に
訪
問
看
護
師
が
島
へ
渡
る
体
制
が

整
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
相
島
の
医
療
を
支
え
る
関
係
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
別
の
組
織
で
働
い
て
い
ま
す
が
、
普
段
か
ら
「
Ｍ
Ｃ
Ｓ
（
メ
デ

ィ
カ
ル
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
医
療
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
）」
で

情
報
を
共
有
し
、
定
期
的
に
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
）
を

利
用
し
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ス
ク
ラ
ム
は
、
離
島
の
常
勤
医
が
病

気
や
学
会
出
張
な
ど
の
際
の
代
診
も
担
っ

て
い
ま
す
。

　

②
離
島
医
療
に
関
す
る
仕
組
み
づ
く
り

で
は
、
県
庁
・
各
市
町
村
の
離
島
医
療
担

当
者
や
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
で
構
成
す

る
「
へ
き
地
医
療
専
門
調
査
会
」
に
出
席

し
、
離
島
医
療
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
し

た
り
、
専
門
家
と
し
て
県
の
保
健
医
療
計

画
の
策
定
に
対
す
る
助
言
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
県
で
は
、
島
に
派
遣
し
た
医
師
に

対
し
て
毎
年
現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
私
は
離
島
勤
務
経
験
者
と

し
て
必
ず
同
行
し
、
離
島
の
状
況
を
県
の

担
当
者
と
一
緒
に
確
認
し
、
課
題
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

過
去
二
回
「
や
ま
ぐ
ち
離
島
医
療
サ
ミ
ッ
ト
」
を
主
催
し
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
県
内
の
各
離
島
診
療
所
に
勤
務
す
る
看
護
師
や
事

務
ス
タ
ッ
フ
が
一
堂
に
会
し
、
離
島
に
お
け
る
看
取
り
な
ど
を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
を
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

③
へ
き
地
医
療
を
担
う
次
世
代
の
育
成
で
は
、
学
生
、
研
修
医
、

専
攻
医
、
専
門
医
取
得
後
の
フ
ェ
ロ
ー
コ
ー
ス
な
ど
、
各
段
階
に
応

じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
離
島
・
へ
き
地
と
連
携
し
て
構
築
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
医
学
生
や
研
修
医
に
は
、
積
極
的
に
離
島
医
療
を
経
験
す

平成22年の診療所長離任時に島の方からいただいた「卒業証書」。

大島での歓迎セレモニー（平成20年）。
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る
機
会
を
提
供
し
、
地
域
医
療
に
必
要
な
知
識
や
技
術
、
そ
し
て
マ

イ
ン
ド
（
心
構
え
）
を
伝
え
て
い
ま
す
。
特
に
自
治
医
大
の
卒
業
医

師
が
総
合
診
療
専
門
医
と
し
て
離
島
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、

へ
き
地
医
療
機
関
と
連
携
し
た
「
長
州
総
合
診
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

開
始
し
ま
し
た
。
令
和
三
年
、
三
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た

二
名
が
、
県
内
の
離
島
診
療
所
へ
所
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
彼

ら
は
、
総
合
診
療
専
門
医
と
し
て
離
島
医
療
を
実
践
し
な
が
ら
、
現

在
、
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
フ
ェ
ロ
ー
コ
ー
ス
に
も
エ
ン
ト
リ

ー
し
、
離
島
で
遠
隔
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
家
庭
医
療
専
門
医（
註
２
）

の
取
得
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

ス
ク
ラ
ム
は
、
ズ
ー
ム
や
Ｓス

ラ

ッ

ク

ｌ
ａ
ｃ
ｋ
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
）
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
、
遠
隔
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

も
定
期
的
に
実
施
、へ
き
地
医
療
の
質
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、離
島
・

へ
き
地
で
勤
務
す
る
医
師
が
孤
立
せ
ず
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
体
制
の
構
築
を

　

ス
ク
ラ
ム
で
は
、
遠
隔
で
診
療
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
二
五
年
よ
り
巡
回
診
療
先
に
「
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
」
の

導
入
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
同
二
七
年
か
ら
は
山
口
大
学
工
学
部
と

連
携
し
、
離
島
を
含
む
へ
き
地
診
療
所
五
カ
所
へ
同
カ
ル
テ
を
導
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
災
害
時
な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
も

有
用
で
し
た
。
令
和
元
年
よ
り
三
省
二
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
註
３
）
に

も
準
拠
し
た
本
格
的
な
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
「
き
り
ん
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
」
に
移
行
し
ま
し
た
。
導
入
や
運
用
の
コ
ス
ト
が
無
料
で

（
診
療
報
酬
請
求
部
分
は
有
料
）、
患
者
数
が
少
な
い
へ
き
地
診
療
所
に

お
い
て
も
導
入
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
現
在
、
産
官
学
で
連
携

し
、
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
の
診
療
情
報
を
二
次
利
用
す
る
こ
と

で
、
へ
き
地
診
療
所
間
の
「
質
の
均
て
ん
化
（
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
地
域

格
差
を
な
く
す
こ
と
）」
を
目
指
し
た
臨
床
研
究
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

遠
隔
医
療
の
ひ
と
つ
で
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、
平
成
三
〇
年

三
月
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
適
切
な
実
施
に
関
す
る
指
針
」
が
策

定
さ
れ
、
翌
四
月
か
ら
新
し
い
診
療
形
態
と
し
て
保
険
収
載
（
保
険

診
療
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
）
さ
れ
ま
し
た
。
へ
き
地
に
お
け
る
医
療

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
が
、
そ
の
算

定
要
件
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
り
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
へ

き
地
に
お
い
て
有
用
な
改
訂
内
容
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
新
制
度
で
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
含
む
遠
隔
医
療
の

課
題
を
整
理
す
る
た
め
、
同
年
九
月
「
山
口
県
へ
き
地
遠
隔
医
療
推

進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
へ
き
地
に
勤
務
す
る
医
療
従
事
者
、
県
や

市
町
村
、
大
学
関
係
者
、
有
識
者
、
民
間
事
業
者
な
ど
を
県
内
外
か

ら
集
め
て
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。
特
に
常
勤
体
制
が
確
保
で
き
な
い

へ
き
地
で
有
用
な
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
事
例
を
示
し
、
県
を
通
じ
て

厚
生
労
働
省
の
担
当
課
に
も
照
会
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
、
現
段
階

で
は
制
度
上
の
制
約
が
多
く
、
へ
き
地
医
療
の
確
保
に
つ
な
が
る
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
を
保
険
診
療
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
令
和
元
年
九
月
、
こ
の
協
議
会
の

活
動
が
評
価
さ
れ
、「
地
域
医
療
基
盤
開
発
推
進
研
究
事
業
（
厚
生
労
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働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
補
助
金
）」
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
「
へ

き
地
医
療
の
推
進
に
向
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
体
制
の
構
築
に
つ
い

て
の
研
究
」
を
実
施
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
目
的
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
諸
外
国
に
お
け

る
同
診
療
の
実
態
を
調
査
し
、
日
本
の
へ
き
地
医
療
に
資
す
る
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
あ
り
方
を
検
討
、
国
内
の
離
島
・
へ
き
地
の
現
状
を

踏
ま
え
な
が
ら
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
導
入
事
例
を
示
す
こ
と
で
す
。

　

山
口
県
へ
き
地
遠
隔
医
療
推
進
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

全
国
か
ら
三
〇
名
を
超
え
る
多
様
な
立
場
の
専
門
家
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
不

測
の
事
態
に
も
関
わ
ら
ず
、
四
カ
国
の
海
外
視
察
を
実
施
し
、
山
口

県
の
四
カ
所
の
離
島
・
へ
き
地
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
実
証
を
行
な

い
ま
し
た
。
ま
た
、
計
六
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
国
へ
成
果
報
告

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
度
か
ら
三
年
間
、
全
国
の
離
島
・
へ
き
地
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
の
地
域
医
療
研

究
所
で
、
厚
労
省
の
研
究
事
業
を
継
続
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
現

在
、
全
国
の
離
島
・
へ
き
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

に
関
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
離
島
医
療

　

ス
ク
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
は
県
の
職
員
も
お
り
、
県
庁
コ
ロ
ナ
対

策
室
も
兼
務
し
て
い
ま
す
。
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
コ
ロ
ナ
患

者
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
本
庁
調
整
本
部
、
宿
泊
療
養
施
設
、
ク
ラ

ス
タ
ー
対
応
、
検
体
採
取
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
支
援
な
ど
、
昨
年
度

か
ら
へ
き
地
に
関
係
な
く
県
内
全
体
の
コ
ロ
ナ
診
療
に
幅
広
く
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

離
島
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
基
本
的
に
は
圏
域
の
保
健
所
と
各
市
町

村
が
連
携
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
作
成
し
、
関
係
者
で
共
有
し
な

が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
第
一
波
（
令
和
二
年
春
）
の
際
、
離
島
・
へ
き

地
に
勤
務
し
て
い
る
自
治
医
大
卒
業
医
師
と
県
庁
コ
ロ
ナ
対
策
室
を

つ
な
ぎ
「
へ
き
地
コ
ロ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
交
換
会
」
を
計
一
〇
回

開
催
し
、
へ
き
地
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
県
内

の
多
く
の
離
島
は
、
早
期
か
ら
年
齢
制
限
な
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
支
援
依
頼
が
あ
れ
ば
ス
ク
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
幸
い
に
し
て
、
県
内
の
離
島
で
の
感
染
者
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
。
宿
泊
療
養
施
設
の
診
療
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

常
駐
す
る
看
護
師
と
連
携
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
組
み
合
わ
せ
て

患
者
を
診
察
し
、
薬
を
届
け
て
い
ま
す
。
常
勤
医
が
不
在
の
離
島
で

も
参
考
に
な
る
事
例
だ
と
い
え
ま
す
。

継
続
的
な
離
島
医
療
の
確
保
に
向
け
て

　

日
本
は
島
国
で
す
。
一
〇
年
前
、
家
族
で
大
島
に
移
住
し
、
総
合

診
療
医
と
し
て
離
島
医
療
に
携
わ
り
、
島
は
将
来
の
日
本
の
姿
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
島
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
は
、
水
道
や
電
気
と
同
様
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
ひ
と
つ
と
し
て
医

療
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
、
困
っ
た
と
き

に
医
療
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
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感
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
的
に
は
、
す
べ
て
の
島
に
総
合
診
療
医
や

各
科
専
門
医
を
揃
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
医
師
が
不
在
の
際
は
、

看
護
師
や
事
務
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
の
悩
み
を
受
け
つ
け
、
医
師
に
つ

な
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
科
専
門
医
が
揃
わ
な
い
時
は
、
総

合
診
療
医
が
何
に
で
も
相
談
に
乗
り
、
必
要
な
場
合
に
専
門
医
に
つ

な
ぐ
。
こ
れ
は
、
離
島
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
全
国
の
多
く
の

地
域
で
医
師
不
足
や
専
門
医
の
偏
在
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
共
通
の

課
題
に
対
す
る
、
ひ
と
つ
の
解
決
策
だ
と
思
い
ま
す
。
看
護
師
と
連

携
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
患
者

が
島
に
い
な
が
ら
に
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

環
境
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
医
療
の
確
保
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

離
島
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
―
―
住
み
慣
れ
た
島
で
最
期
ま
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
は
、
医
療
資
源
が
限
ら
れ
る
島
で

は
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
職
種
連
携
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
、
次
世
代
の
総
合
医
育
成
に
よ
っ
て
そ
の
障
壁
を
下
げ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
医
師
の
確
保
と
医
療
の
確
保
は
必
ず

し
も
イ
コ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
や
っ
て
、
離
島
に
医
療
を

確
保
し
続
け
る
の
か
。
こ
れ
は
島
国
で
あ
る
日
本
全
体
も
今
後
直
面

す
る
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
離
島
医
療
に
そ
の
解
決
策
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。�

■

註1：へき地医療確保のため、昭和47年に
47都道府県が共同で設立した学校。本部
は栃木県下野市。医学部在学中（全寮制）
は修学経費を貸与され、卒業後は、知事が
指定するへき地などの公的医療機関に勤
務する。おおむね9年間の義務年限を履
行すると修学経費の返還が免除される。

註2：日本プライマリ・ケア連合学会が運営
する総合診療専門医を基盤として、質の
高い総合診療医・家庭医を養成する制度。

註3：医療情報の安全管理について、必要な
対策などを規定したガイドラインで、厚生
労働省が定める医療機関向けのものと、
総務省・経済産業省が定める事業者向け
のものがある。

昭和50年山口県周南市生まれ。平
成12年自治医科大学卒業。中山間
地や離島での診療所勤務などを経
て、平成23年より山口県立総合医
療センターへき地医療支援部（現・
センター）長（県職員身分）。公益
社団法人地域医療振興協会理事、
一般社団法人日本遠隔医療学会へ
き地遠隔医療分科会長も務める。

原田昌範（はらだ まさのり）
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